
2 - 1

２．保安管理
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(１)保安マスタメンテナンス

上記メニューから、１～６を選択して下位メニューを実行します。

基本情報の入力画面

「４年に１回の調査」「周知実施日」「書面の交付日」「開栓日」の管理を行います。
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供給設備の設置状況を入力します。

安全機器の設置状況を入力します。
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燃焼器具の設置状況を入力します。９９行まで入力できます。

ガス器具以外を入力することもかまいません。
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「保安台帳」の印刷を行います。（必要なことではありません）

印刷例
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(２) 設備情報の登録／更新

設備コードは、「供給設備」「安全機器」と同じコード（２桁）で管理しており、この画面でも

メンテナンスができます。

１つの設備コードで、９行まで登録することができます。例えば、ガス漏れ警報器を、３個以上

別々の日に取り付けた場合などに利用できます。番号の、１～９までで管理します。

番号欄に何も入力しないで、「Enter」を押すと、更新処理に移ります。

設備コードは、「名称マスタ」でメンテナンスしますが、ライトシステムの範囲外なので、

メンテナンスは、システム管理者に依頼して下さい。

登録した内容は、「設備情報管理表」で印刷して参照して下さい。
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(３) メータ交換入力

メータ交換をしたときにこの画面で入力します。

機能として、

１．交換

２．保安項目修正

があります。２の保安項目修正では、指針の入力は行えません。

担当者コードは、メータ交換を行った担当者を入力します。（省略可能）

必要項目をすべて入力して下さい。検満年月は、必須です。取付年月日＜検針日のときは

は指針は更新されません。

プルダウン項目は、その中からデータを選択して下さい。

引取指針 － 検針時指針 が、メータ交換時の使用量となり、次回の検針時に加算

されます。そのとき、取付指針が、「前回指針」として表示されます。
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間違ってメータ交換をしたときの処置。

①本来メータ交換はしていないのに、交換したように入力してしまった。

これを取り消すには、次のようにして下さい。

この交換が不要であったならば、次のようにする。

②交換した指針に間違いがあったとき。

次のように、もう一度入力しなおす。

③取付日、検満年月などに間違いがあった場合には、メータ交換ではなく、「保安項目修正」

にして入力を行って下さい。
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(４) メーター管理表

「一覧表」「期限切れ一覧表」「交換一覧表」が印刷できます。

機能：

１．一覧表 設置されているメータの情報をリストします。
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２．期限切れ一覧表 指定の期限年月に該当するメータの情報をリストします。

３．交換一覧表 メータ交換を行った内容がリストされます。

範囲：

１．得意先コード 得意先のコードで範囲を指定します。

２．検針日／検針順 検針日（２桁）検針順（６桁）で範囲の指定を行います。

３．保安担当 保安担当者で範囲の指定を行います。

４．入力担当 メータ交換入力を行った担当者のコードで範囲を指定します。

５．実施担当 メータ交換を行った担当者のコードで範囲を指定します。

期限： 期限切れ一覧表の場合に、期限範囲（年月）を指定します。

日付指定：

１．交換日 メータを交換した日づけで抽出します。

２．入力日 メータ交換情報をコンピュータに入力した日付で抽出します。

分類方法： 印刷順を適宜指定します。

条件：

０．なし

１．休止Ｚを除く 「状態コード」が、「Ｚ」になっているものは除きます。

２．休止Ｚ、Ｙを除く 「状態コード」が、「Ｚ」「Ｙ」になっているものを除きます。
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(５) 設備情報管理表

メータ以外の設備の「一覧」「期限切れ一覧」などを印刷できます。

設備コード： 抽出したい設備コードを指定します。

機能：
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１．一覧表 設置されている設備の情報をリストします。

２．期限切れ一覧表 指定の期限年月に該当する設備の情報をリストします。

３．年度別交換予定台数 期限に該当する件数を、年月別にカウントします。

４．未登録一覧表 登録されていない得意先をリストします。

範囲：

１．得意先コード 得意先のコードで範囲を指定します。

２．検針日／検針順 検針日（２桁）検針順（６桁）で範囲の指定を行います。

３．担当 保安担当者で範囲の指定を行います。

期限： 期限切れ一覧表の場合に、期限範囲（年月）を指定します。

分類方法： 印刷順を適宜指定します。

状態コード：チェックのある状態に該当する得意先は除きます。
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(６) 消費者保安管理表

設備の一覧、点検状況の一覧表を印刷できます。

取出し範囲：次のいづれかで、範囲の指定を行います。

１．得意先コード 得意先コード

２．五十音順 得意先名つけてあるフリガナ
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３．保安担当 保安担当者

４．地区コード 得意先マスタに登録してある地区コード

印刷順序： リストの印刷順番を適宜指定します。

状態コード：チェックのある状態に該当する得意先は除きます。

(７) 消費設備設置状況リスト

主に燃焼器具の設置状況の一覧を印刷します。
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範囲：次のすべての項目で範囲の絞り込みをします。

得意先コード

経過年月 器具を取り付けてからの経過年月数。

例えば、「１０１２」とすると、１０年１２ヶ月という意味

営業担当 得意先の営業担当者

保安担当 得意先の保安担当者

集合親 ０．含む

１．含まない

２．親のみ

項目を省略すると、そのチェックは行いません。指定すると、全部が合致したデータ

だけを抽出します。

取り出したい器具の指定：

メーカー 漢字で指定します。

器具名 漢字で指定します。

型式 先頭から指定された文字数分だけを比較対象にします。

条件： 次の条件を指定します。０（省略）にするとその項目はチェックしませんから、

全部が対象になります。

不燃防止の有無

立ち消え安全装置の有無

過熱防止装置の有無

空炊き防止装置の有無

自店購入か他店購入か

使用エネルギー区分

分類方法： リストの印刷順番を適宜指定します。
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(８) 保安調査実施予定表

定期点検調査の実施状況（これからするもの、最近したもの、再調査）を印刷できます。

範囲：

１．保安調査実施予定表 得意先に設定された調査サイクルに従って、調査予定日付に
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該当するものをリストします。

２．保安調査実施リスト 指定の日付範囲内で、調査を行った得意先をリストします。

３．再調査指示リスト 指定に日付範囲で調査を行って、問題箇所のある得意先を

リストします。

取出し範囲：次のいづれか、あるいは全部を指定します。

年月日 予定表の場合は、今後の予定日付になります。

それ以外は、実施した調査日の指定になります。

得意先 得意先の範囲を行います。

担当 保安担当者で範囲の指定を行います。

郵便番号 郵便番号で範囲の指定を行います。（地区を限定するために役立ちます）

条件：

０．無条件

１．集合の親 親コードだけを対象にします。

２．戸建て、集合の子 戸建て住宅、集合の子コードだけを対象にします。

条件２：

０．調査日０は対象にしない。

一度も調査していない住宅は除きます。

１．＝０でも対象にする。

調査を行っていない住宅も対象にします。

印刷順序： リストの印刷順番を適宜指定します。

状態コード：チェックのある状態に該当する得意先は除きます。
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(17)ＦＤ受け入れ

保安センターから、メールやフロッピーなどの媒体で「保安調査データ」を受け取ったときに、

このプログラムで、データの更新を行います。

このプログラムを使用できるのは、

神奈川県エルピーガス保安センター

水戸地方ＬＰガス保安センター

郡山保安管理センター

宮城県ＬＰガス保安センター

の調査データのみです。

使用するには、環境の設定が必要です。システム管理者に依頼して下さい。
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(18)保安センター連携ＣＤ登録

得意先マスターにある、「保安番号」を一括して更新します。

保安番号が、「空欄」あるいは「００００００００」になっている得意先には、登録されて

いません。この画面で、「新保安番号」に保安センターで管理している消費者の番号（１０桁）

を登録することにより、前ページの「ＦＤ受け入れ」が使用できるようになります。

番号の変更も同様です。

「印刷する」の指定により、一覧表を作成することができます。

画面を、矢印キーでスクロールさせて変更したい箇所だけデータを入力して下さい。「End」を

押すことにより、更新が行われます。


